
JP 2012-164636 A5 2014.12.18

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成26年12月18日(2014.12.18)

【公開番号】特開2012-164636(P2012-164636A)
【公開日】平成24年8月30日(2012.8.30)
【年通号数】公開・登録公報2012-034
【出願番号】特願2012-2799(P2012-2799)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  12/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ  12/06    　　　Ｇ
   Ｈ０１Ｍ  12/06    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ  12/06    　　　Ｆ
   Ｈ０１Ｍ  12/06    　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｍ  12/06    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月29日(2014.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極触媒を有する正極と、アルミニウム合金を用いた負極と、空気取り入れ口と、電解
液と、を備えるアルミニウム空気電池において、
　前記正極と前記負極との間にアニオン交換膜を備え、
　該アニオン交換膜により前記正極側の電解液と前記負極側の電解液が分離されているこ
とを特徴とするアルミニウム空気電池。
【請求項２】
　前記アニオン交換膜のアニオン交換容量が、０．５～３．０ミリ当量／ｇである請求項
１に記載のアルミニウム空気電池。
【請求項３】
　前記アニオン交換膜が、ポリスルフォン、ポリエーテルスルフォン、ポリフェニルスル
フォン、ポリフッ化ビニリデン、ポリイミドおよびこれらの混合物からなる群より選ばれ
るアニオン交換樹脂である請求項１または２に記載のアルミニウム空気電池。
【請求項４】
　前記アニオン交換膜が、スチレン、ジビニルベンゼン、これらの混合物およびこれらの
共重合体からなる群より選ばれるアニオン交換樹脂である請求項１または２に記載のアル
ミニウム空気電池。
【請求項５】
　前記アニオン交換膜で分離された前記正極側の電解液の水素イオン濃度が、前記負極側
の電解液の水素イオン濃度と異なる請求項１～４のいずれか一項に記載のアルミニウム空
気電池。
【請求項６】
　前記電解液が、ＫＯＨ、ＮａＯＨ、ＬｉＯＨ、Ｂａ（ＯＨ）２およびＭｇ（ＯＨ）２か
らなる群より選ばれる１種以上を電解質として含有する水溶液である請求項１～５のいず
れか一項に記載のアルミニウム空気電池。
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【請求項７】
　前記正極触媒が、二酸化マンガンまたは白金を含む請求項１～６のいずれか一項に記載
のアルミニウム空気電池。
【請求項８】
　前記正極触媒が、ＡＢＯ３で表されるペロブスカイト型複合酸化物を含み、
　ＡサイトにＬａ、ＳｒおよびＣａからなる群より選ばれる２種以上の原子を含み、
　ＢサイトにＭｎ、Ｆｅ、ＣｒおよびＣｏからなる群より選ばれる１種以上の原子を含む
請求項１～６のいずれか一項に記載のアルミニウム空気電池。
【請求項９】
　前記アルミニウム合金におけるマグネシウムの含有量が０．０００１重量％以上８重量
％以下であり、
　前記アルミニウム合金が下記条件（Ａ）または（Ｂ）の１つ以上を満たし、
　かつ、
　前記アルミニウム合金に含まれる元素のうちアルミニウム、マグネシウム、ケイ素及び
鉄以外の各元素の含有量が、それぞれ０．００５重量％以下である請求項１～８のいずれ
か一項に記載のアルミニウム空気電池。
条件（Ａ）　鉄の含有量が０．０００１重量％以上０．０３重量％以下である。
条件（Ｂ）　ケイ素の含有量が０．０００１重量％以上０．０２重量％以下である。
【請求項１０】
　前記アルミニウム合金におけるアルミニウム及びマグネシウム以外の元素の含有量の合
計が、０．１重量％以下である請求項１～９のいずれか一項に記載のアルミニウム空気電
池。
【請求項１１】
　前記アルミニウム合金が、合金マトリックス中に金属間化合物粒子を含み、
　前記アルミニウム合金表面において観察される金属間化合物粒子のうち、
　断面積が０．１μｍ２以上１００μｍ２未満である金属間化合物粒子の密度が、１００
０個／ｍｍ２以下であり、
　断面積が１００μｍ2以上である金属間化合物粒子の密度が、１０個／ｍｍ２以下であ
り、
かつ、
　前記アルミニウム合金の単位表面積当たりの金属間化合物粒子の占有面積が、０．５％
以下である請求項１～１０のいずれか一項に記載のアルミニウム空気電池。
【請求項１２】
　前記空気取り入れ口に取り入れた酸素が透過して前記正極に達するように酸素選択透過
膜が設置されている請求項１～１１のいずれか一項に記載のアルミニウム空気電池。
【請求項１３】
　前記酸素選択透過膜の表面に対する電解液の接触角が９０°以上である請求項１２に記
載のアルミニウム空気電池。
【請求項１４】
　前記酸素選択透過膜の表面に対する電解液の接触角が１５０°以上である請求項１２に
記載のアルミニウム空気電池。
【請求項１５】
　前記酸素選択透過膜の酸素選択係数ＰＯ２が、
４００×１０－１０ｃｍ３・ｃｍ／ｃｍ２・ｓ・ｃｍＨｇ以上である請求項１２～１４の
いずれか一項に記載のアルミニウム空気電池。
【請求項１６】
前記酸素選択透過膜の酸素選択係数ＰＯ２と前記酸素選択透過膜の二酸化炭素選択係数Ｐ
ＣＯ２との比率であるＰＯ２／ＰＣＯ２が、０.１５以上である請求項１２～１５のいず
れか一項に記載のアルミニウム空気電池。
【請求項１７】
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　電解液が循環している請求項１～１６のいずれか一項に記載のアルミニウム空気電池。


	header
	written-amendment

